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修学旅行を終えて ３年４組 田部佳乃子
修学旅行を終え、私の気持ちの中は、「修学旅行が終わってほしくなかったなぁ」という思いと、「もう一回行きたい

なぁ」という思いが強く残っている。確かに修学旅行に行くまでの間が短くて、慌ただしく準備を進めていったこともあ
るけれど、実際に行ってたくさんのことを学ぶことができ、とても充実した２泊３日を過ごすことができたと思う。
正直、修学旅行に行く前は本当に予定通りに行くことができるのか不安だった。感染症の影響で２年前から３年生

の修学旅行は道内になっていたし、２年生の宿泊学習の時のように延期が続いてしまうかもしれないと思ったからだ。
しかし初めから予定していた通りに修学旅行に行くことができ、大きな事故も無く無事に帰ってこられたのは、支えて
下さったたくさんの方たちのおかげだと思う。そんな方々に感謝の気持ちでいっぱいだ。
また、この修学旅行を通して人と人とのつながりについて考えさせられた。ホテルや自主研修中など一般のお客さ

んと接触する場面で私たちに声をかけて下さった方々がたくさんいた。短い会話ではあるけれど言葉を交わす度に心
が少し温かくなるような気がした。私たちに「楽しんでね」と声をかけてくれたお年寄りの方からはなんだか元気にな
れるパワーみたいなものをもらえた気がしたため、「私も将来、人の心を温められるおばあちゃんになりたいな」と思っ
た。
３年生になったばかりの頃は、新しいクラスで上手くやっていけるか不安だったが、「わらび座ソーラン」の体験や猊

鼻渓船下りなど、この修学旅行の様々なことを通して 、３年４組の団結力が深まり、明るくて元気なクラスへと成長す
ることができたと思う。
修学旅行を終えて、人の言葉の温かさや支えて下さっている方々への感謝、たとえ新しい環境になったばかりでも

絆を深められる喜びを学ぶことができた。これからも、この修学旅行の楽しかった思い出を忘れずに、学んだことや感
じたことを生活に生かしていきたいと思う。

宿泊学習で学んだことについて ２年３組 中島脩吾

２年生にとって大きいイベントでもある宿泊学習が終わって、たくさんの思い出や学習が盛りだくさんで学んだことも
色々とありました。その中で、特に大事に守っていきたいことが、班行動のメリハリです。色々と見慣れない環境だったの
で、あれが見たい、ここに行きたいという欲望があったりしたけど、班でまとまってみんなで行動することで自分勝手な
行動を抑えることは大切だと僕は思いました。
他に学んだことは、やっぱり調子に乗りすぎないことについては大切だと思います。いくら楽しいからといって調子に乗

ってとんでもない問題を起こすと、周りの人や先生に迷惑がかかってしまうことがあるので、しっかり次の修学旅行では
冷静を保ちつつも楽しい修学旅行の思い出となるようにしたいなと思いました。



６月２１日（火）内科検診①（１年１～３組、８組、３学年）
２３日（木）内科検診②（１年４～６組、２学年）
２４日（金）８組校外学習
２８日（火）常任委員会・局会・学年協議会
３０日（木）全校協議会

７月 １日（金）職員会議（完全下校）、諸会費引落日
６日（水）３年卒業アルバム撮影、選挙管理委員会
７日（木）期末懇談会（～１４日（木）まで）
８日（金）８組即売会①（スーパーエース9:30～12:00）

１１日（月）諸会費再引落日
１２日（火）生徒会役員選挙公示
２１日（木）３年スポーツ大会
２５日（月）１学期終業式（夏季休業～８月２４日まで）

今後の主な行事予定

さっぽろっ子「学び」のすすめ

札幌市教育委員会が作成したリーフレットが各家庭に配付されています。このリーフレットは学校・家庭・地域が
一体となって、子どもを他者と比較するのではなく、その子の成長からよさや可能性を認め、励まし、支えながら子ど
もの習慣づくりを進めるための指針となるものです。本校でも「まほうのかいわ」を意識しながら生徒を育てる取り
組みを進めて参ります。ご家庭でも参考にされて、お子さまにお話しいただきますようご理解とご協力とよろしくお願
いいたします。～学校も家庭もまほうのかいわで習慣づくり～

校外総合学習☆三笠ジオパークの感想 １年５組 佐々木新菜

私はもともと理科が好きで、地層も化石も好きでしたが、どちらかといえば実験とかの方が好きでした。ですが、今
回、ジオパークに行ってみて私が思っていたよりももっと地層や化石にはいろいろな歴史があってそこからわかる日本
や世界の今までの出来事があることが分かりました。そして北海道や日本には当時、この三笠の石炭をとても重宝し
ていたことも分かりました。私が一番驚いたのが、「石炭」がまだ地層に残っていたことです。私は石炭は当時たくさ
ん使われてたのでもう今は残っていないんだと思っていました。ですが、掘っても掘ってもまだ残っているので、本当に
たくさんの石炭があることが分かりました。


